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牛久市におけるＩＴ調達コスト削減成果
（４年間でＩＴコスト１０億円削減）

牛久市情報政策課作成
４年ＩＴＣ費用合計

１１，２３５，０００円
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牛久市及び当社紹介

地理 茨城県南
常磐線沿線

特徴 東京の
ベットタウン

人口 約７万９０００人
ＩＴ予算（平成１６年度）

約８億円
平成２０年度は
約４億円

会社紹介
常磐ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱
所在 茨城県土浦市
代表取締役 岸根 満
事業内容 ＩＴシステムの

コンサル・設計・構築
従業員数 １４０名

内ＩＴＣ３名

茨城県
水戸市
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なぜ、牛久市は当社に委託
したのか？

１．平成１５年０９月 市長選挙で池辺市長初当選

最重要課題 「財政再建」
２．平成１５年１１月 「情報処理システムの再構築」

プロジェクトの立ち上げ

３．平成１６年０３月 牛久市より当社にプロジェクト支援要請

４．平成１６年０４月 当社ＩＴＣがプロジェクトに参画した
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ＩＴＣポリシー

ポリシー１

ＩＴＣに徹する。（第３者として活動する）
ＩＴＣ以外のＩＴ関連事業（仕事）は受注しない。

ポリシー２

牛久市の立場で物事を判断
する。

上記ＩＴＣポリシーを実現できた理由
当社は自治体のＩＴ事業は一切行っていなかった。
自治体ＩＴ事業への進出予定も無かった。
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牛久市におけるＩＴコーディネータの
活動領域（ＩＴフェーズ）

ＩＴ戦略

立案

ＩＴ

企画

ＩＴ

調達

開発 テスト 導入 運用 評価

第１活動フェーズ

調達コストの適正化

第２活動フェーズ

ＩＴコスト削減を

前提としたＩＴ企画
＊新規IT企画は行っていません

７



ＩＴコスト高のパターンⅠ

高いITコスト

（購入価格・委託費）

安全・安定を求める
自治体に
多い例

過剰機能・装備・保守等を見直す

過剰ITシステム
(ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ・保守）
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ＩＴコスト高のパターンⅡ

ITシステム

(ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ・保守）

高いITコスト

（購入価格・委託費）

第三者（ITC)の目で見ると
ＩＴコスト（単価）が高い ９



パソコン調達（ＩＴＣ最初の仕事）
牛久市パソコンレンタル料における実例
大項目 品　　　名 標準ﾚﾝﾀﾙ単価 支払額累計
０１８ FLORA350

-1 システム装置 27,900 1,674,000超

０４９ ３１０端末増設(H11/6/14)
-1 システム装置 22,800 1,299,600

１０１ FLORA270*23入替(H13/6/4)
-1 システム装置 12,300 405,900

いくらなんでも
高い！！

(H10/6/12)

性能は向上して
レンタル価格は
下がっている

＊見ただけで高いパターン
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パソコン調達コスト適正化

牛久市からレンタル業者に
レンタル料５０００万円／年低減要求

レンタル業者は
「レンタルだから」と言う理由で拒否

牛久市はレンタル業者に、
レンタル解約を宣言

その結果

Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
交
渉
シ
ナ
リ
オ
を
作
成

１１



パソコン調達コスト適正化

レンタル業者は既存パソコン
レンタル料の削減を承諾

５０００万円／年低減

ﾊﾟｿｺﾝ・ｻｰﾊﾞｰをﾘﾌﾟﾚｰｽ（入札）
（ﾘｰｽ化）

２億４４００万円削減（５年）

さらに１年半後
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高齢福祉課
介護システムの過剰投資

ＩＴＣは「過剰投資と思われるので、副サーバーは返却する
方向とする。」と指導した。

年額４９５８２８ソフト保守料

レンタル年額７４１７４１ハード価格

全額国庫補助２１００３０００ソフト価格

副ｻｰﾊﾞｰ正ｻｰﾊﾞｰ

単位：万円

＊安全・安定を求めたパターン
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高齢福祉課
介護システムの過剰投資

高齢福祉課が調査したところ
水戸市（人口２６万人）と
日立市（人口２０万人）の
介護システムサーバーは１台構成であった。

高齢福祉課は、牛久市の人口が７万５０００人であ
ることから、過剰投資であったことを納得した。
副サーバー分費用８，２８０万円（５年間費用）は過
剰投資であった。
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水道料金ｼｽﾃﾑ委託費
（５年で２億８５００万円削減）

サーバー

変更前

年間委託費用
９２００万円

変えた

同一の業者・同一のサーバーでこのようなことが起きている

データ
ベース

サーバー

データ
ベース

サーバー

サーバー 汎用機

印刷物

年間委託費用
３５００万円
年間５７００万円
削減

変更後

印刷物

＊見ただけで高いパターン
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清掃工場システムの
リプレース（老朽化対策）

１．清掃工場システム構築（大手ＩＴベンダー受注開発）
平成１１年 開発費 １億３，８９９万円

２．平成１７年システムリプレース見積
（老朽化対策のため）

見積額 ６，９００万円

３．業務見直し及び業務仕様確定して積算
積算額 １，６５２万円
清掃施設課・情報政策課・ＩＴＣの３者で協議
（４ヵ月・７回会合 実施）

４．１，６５２万円のシステムは
Ｈ１９年８月稼動
（現場からは、軽くて早いと好評です）

必要なシステムだ
けにしたら

開発費

５２４８万円

削減

補助金＋コンサ
ルで過大なシス
テム構築

＊補助金だからと過剰な開発パターン
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小学校パソコン教室

・CPUをPentium4／3GHz ⇒
Celeron D／2.80GHz

19,000Ｘ82台=1,558,000円削減

・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾌｨﾙﾀ不要。
21,000Ｘ84台=1,764,000円削減

画面

小学校２校分のパソコン教室整備事業で
総額１,２００万円削減できた。（３０％減）

＊教育は聖域だから・・・オーバースペックパターン
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パソコン２台調達例（随意契約）

表１：業者見積 表２：ＩＴＣ評価後

数量 単価 金額 単価 金額 備考

1 パソコン本体 2 225,000 450,000 140,000 280,000 実勢価格

2 テンキー 2 10,500 21,000 3,500 7,000 市販品化

3 合計 471,000 287,000 39%削減

4 リース料率/月 2.08% 1.84% 実勢料率

5 リース料率/5年 125% 110%

6 ５年間支払総額 587,808 316,848 46%削減

パソコンを定価で調達し、
法外と言えるほど高いリース料率が掛かっている。
２台のパソコン費用は、５年間２台で２７０，９６０円もの差となる。

このパソコン２台の調達例が自治体のＩＴ調達を象徴している。

＊見ただけで高いパターン
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牛久市において
ＩＴコスト削減に
成功した要因
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１．財政再建への強い意志

A課

B課

電算課

Z課

１.ｺｽﾄ適正化

強い意志

2.ｺｽﾄ適正化

共通認識

市長
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２．IT調達評価の一元化

A課 B課 Z課

ＩＴＣ評価後

市長が

予算/執行承認

情報政策課I T C

市長

I T ベンダー

調達

交渉
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３．IT調達の一元化で変ったこと

A課 B課 Z課

情報政策課ITCは牛久市のことだけを考えた

市長は、分らないITをITCに任せた

I T ベンダー

調達

交渉

各課は、ITCという後ろ盾を持って、

ITベンダーと調達価格交渉が出来た
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地方自治体にＩＴＣを導入し、外部専門
家の見方を効果的に活用することによ
り、必ず、ＩＴ調達コストの適正化とＩＴ費
用の低減できます。
地方自治体へのＩＴＣ導入をご検討くだ
さい。
ご清聴ありがとうございました。

＊経済産業省が進めるＣＩＯ補佐官とここで言うＩＴＣは同義と考えます。

最後に
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